


怒りや苦しみはもういらない。わたしは幸せがほしい。

登場人物の抱える苦悩、嫉妬、コンプレックス。交錯する負

想像をもつかない結末へと転がり出す。実力派キャスト

本作の原作となるのは、劇作家・映像作家のマキタカズオミが主宰する劇団 •e1ePHAN

が 2009年に上演した同名戯曲。上演されるやいなや、出演者の鬼気迫る演技と巧¢なシ
が評判を呼び、 2009年度サンモールスタジオの最優秀脚本賞を受賞した。1 当晴の小演劇界
題を席巻した傑作が、 12 年の時を経て映画で甦る。 ,,,,, 

主人公・小夜を演じるのは、「街の上で」「花束みたいな恋をした」「佐々木、イシ
「アンダードッグ」など、数多くの話題作に出演してきた萩原みのり。邦画ファシ
女優となった彼女が、「お嬢ちゃん」以来 3 年ぶりに単独主演を果たす。臼して
トには、「千と千尋の神隠し」の千尋役をはじめ、数々の映画やドラマ、
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